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JSCE Updates

学
会
の
動
き

　
ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会
A
C
E
C
C

の
21
番
目
の
技
術
委
員
会
で
あ
る
T
C
21
は
、

2
0
1
6
年
8
月
の
キ
ッ
ク
オ
フ
以
降
、
分
野
・

部
門
横
断
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
災
害
に
強
い
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
政
策
決
定
者
と
の
意
見

交
換
、
調
査
・
分
析
や
講
演
会
を
実
施
す
る
な
ど

意
欲
的
に
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
内
容
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
土
木
学
会
会
員
の
T
C
21
活

動
へ
の
参
加
を
促
す
た
め
に
本
委
員
会
報
告
を
記

す
。

　
な
お
、
日
本
の
土
木
学
会
内
に
設
立
さ
れ
た

「
A
C
E
C
C 

T
C
21
国
内
支
援
委
員
会
」（
竹
内

邦
良
委
員
長
）は
、T
C
21
活
動
の
企
画
、各
国
の

T
C
21
メ
ン
バ
ー
と
の
調
整
、
わ
が
国
の
事
例
の

収
集
・
分
析
・
発
信
な
ど
を
通
じ
て
、T
C
21
活

動
推
進
の
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
区
の

減
災
・
防
災
の
推
進

　
ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会（
A
C
E

C
C
：T

he A
sian Civil Engineering Coor-

dinating Council

）
は
1
9
9
9
年
に
設
立
さ
れ

た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
区
の
土
木
に
関
す
る
学
協

会
の
連
合
協
議
会
で
あ
り
、
13
の
国
と
地
域（
米

国
、
台
湾
、
豪
州
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
日
本
、
韓
国
、
モ

ン
ゴ
ル
、
ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
）

の
組
織
が
参
加
、
日
本
の
土
木
学
会
に
事
務
局
が

お
か
れ
て
い
る
。
減
災
・
防
災
は
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
区
の
共
通
課
題
で
あ
り
、
日
本
の
土
木
学
会

は
こ
の
分
野
に
お
け
る
A
C
E
C
C
活
動
に
つ
い

て
も
主
導
的
立
場
を
務
め
て
き
た
。

　
A
C
E
C
C
活
動
の
中
心
は
、
技
術
委
員
会

（
T
C
：Technical Com

m
ittee

）
活
動
で
あ
り
、

学
術
団
体
の
連
合
協
議
会
と
し
て
、
各
国
政
府
や

国
際
機
関
に
対
し
て
科
学
的
見
地
か
ら
政
策
提

言
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
。
こ
の

A
C
E
C
C
に
お
け
る
減
災
・
防
災
に
関
連
す

る
活
動
の
一
層
の
活
性
化
の
た
め
に
、
日
本
の
土

木
学
会
は
21
番
目
の
T
C
と
し
て「
分
野
・
部

門
横
断
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
災
害
に
強
い
社
会

作
り
」
委
員
会（
T
C
21
：Transdisciplinary 

A
pproach

（T
D
A

）for Building Societal 

Resilience to D
isasters

）（
共
同
議
長
：
竹
内
邦

良
、Rom

eo S. M
om
o

）の
設
立
を
提
案
、こ
れ
が

A
C
E
C
C
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、2
0
1
6
年

8
月
に
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
T
C
21
の
キ
ッ
ク
オ
フ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
写
真
1
）
を
開
催
し
た
。

分
野
・
部
門
横
断
的
ア
プ
ロ
ー
チ

（
T
D
A
）

　
現
代
社
会
で
は
、
防
災
に
関
す
る
科
学
技
術
の

進
歩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
各
国
で
災
害
被
害

が
増
加
し
て
い
る
。被
害
増
加
の
原
因
は
、人
口
増

加
や
経
済
成
長
に
伴
う
資
産
の
増
加
、
気
候
変
動

の
影
響
に
よ
る
洪
水
や
干
ば
つ
の
増
加
、
災
害
に

脆
弱
な
地
域
に
お
け
る
開
発
の
進
展
、
特
に
途
上

国
に
お
い
て
は
防
災
に
対
す
る
投
資
の
優
先
順
位

が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
複
合
的
な
も
の
で

あ
る
。一
方
で
は
、防
災
対
策
と
避
難
勧
告
な
ど
を

行
う
行
政
機
関
や
、
災
害
に
対
す
る
備
え
や
避
難

を
行
う
一
般
市
民
に
、意
思
決
定
の
根
拠
と
な
る
科

学
的
知
見
が
十
分
か
つ
正
確
に
伝
わ
っ
て
い
な
い

こ
と
、ま
た
、異
な
る
分
野
や
部
門
間
の
意
思
疎
通

や
知
識
の
共
有
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
、
災
害

被
害
を
さ
ら
に
大
き
く
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
解
決
が
各
国
共
通
の
課
題

に
な
っ
て
い
る
。こ
こ
で
い
う
科
学
的
知
見
に
は
、

自
然
科
学
だ
け
で
は
な
く
、人
文
科
学
、社
会
科
学

を
含
む
。こ
の
現
状
認
識
の
も
と
、T
C
21
は
分
野・

部
門
横
断
的
ア
プ
ロ
ー
チ（
T
D
A
）に
よ
り
、
科

学
的
知
見
に
基
づ
く
意
思
決
定
が
な
さ
れ
る
仕
組

み
を
提
言
し
て
、
災
害
に
強
い
社
会
づ
く
り
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

T
D
A
推
進
の
た
め
の

政
策
提
言
に
向
け
た
活
動

　
表
1
に
こ
れ
ま
で
の
T
C
21
の
主
な
活
動
お
よ

び
今
後
の
活
動
予
定
を
示
す
。

A
C
E
C
C 

T
C
21
の
取
組
み

分
野
・
部
門
横
断
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る

災
害
に
強
い
社
会
づ
く
り
に
向
け
て

委
員
会
報
告

A
C
E
C
C 

T
C
21
国
内
支
援
委
員
会 

幹
事

勝
濵 

良
博 

（
日
本
工
営（
株
） 

中
央
研
究
所
国
際
研
究
企
画
セ
ン
タ
ー
）

写真1　�ハワイにおけるTC21キックオフ（前方左：竹内共
同議長、前方右：Momo共同議長、後方中央：
田代JSCE会長（当時）、後方右：堀越ACECC
事務総長）
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T
C
21
は
2
0
1
6
年
11
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

（
写
真
2
）
、2
0
1
7
年
4
月
に
は
ネ
パ
ー
ル
に

お
い
て
現
地
調
査
（
写
真
3
）
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
、A
C
E
C
C 

T
C
21
国
内
支
援
委
員
会
は

2
0
1
7
年
9
月
に
土
木
学
会
全
国
大
会
で
研
究

討
論
会
（
写
真
4
）
を
開
催
す
る
な
ど
減
災
・
防
災

の
意
思
決
定
に
携
わ
る
政
府
関
係
者
、
科
学
的
知

見
を
提
供
す
る
学
術
関
係
者
、
事
業
を
実
施
す
る

民
間
企
業
や
N
G
O
、一
般
市
民
と
の
意
見
交
換

や
、事
例
の
収
集
と
分
析
を
進
め
て
い
る
。

　
T
C
21
活
動
の
大
き
な
節
目
と
し
て
、2
0
1
9

年
4
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
、A
C
E
C
C
の

3
年
ご
と
の
大
会
で
あ
る
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国

際
会
議（
C
E
C
A
R
8
：8th Civil Engineer

ing Conference in the A
sian Region

）で
は
、

T
C
21
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
、活
動
成
果
の
発
表

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。

　
T
C
21
活
動
の
成
果
を
含
む
各
種
情
報
は
、
以

下
の
A
C
E
C
C 

T
C
21
お
よ
び
A
C
E
C
C 

T
C
21
国
内
支
援
委
員
会
サ
イ
ト
に
公
開
し
て
い

る
：

　
A
C
E
C
C 

T
C
21
サ
イ
ト（
英
文
）：http://

w
w
w
.acecc-w

orld.org/T
C21/

　
A
C
E
C
C 

T
C
21
国
内
支
援
委
員
会
サ
イ

ト（
和
文
）：http://com

m
ittees.jsce.or.jp/

acecc02/

T
C
21
国
内
支
援
委
員
会
の
委
員
兼

幹
事
の
公
募

　
T
C
21
は
米
国
、台
湾
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
、パ
キ
ス
タ
ン
、日
本
、韓
国
、ネ
パ
ー

ル
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
の
10
か
国
・
地
域

か
ら
の
30
名
以
上
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
日
本
か
ら
は
国
土
交
通
省
、J
I
C
A
、
大

学
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
企
業
な
ど
か
ら
参
加
し
て

い
る
。
国
内
外
の
防
災
に
関
す
る
取
組
み
を
代
表

す
る
委
員
と
、
同
じ
土
俵
で
の
議
論
を
通
じ
て
技

術
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
国
内

外
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て

何
よ
り
も
ア
ジ
ア
共
通
の
課
題
で
あ
る
災
害
に
強

い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
T
C
21
活

動
の
醍
醐
味
で
あ
る
。

　
A
C
E
C
C 

T
C
21
国
内
支
援
委
員
会
で
は
、

委
員
兼
幹
事
を
随
時
公
募
、T
C
21
活
動
に
貢
献

し
よ
う
と
い
う
意
欲
を
持
つ
方
の
参
加
を
歓
迎
し

て
い
る
。
詳
し
く
は
、
以
下
の
公
募
サ
イ
ト
を
参

照
願
い
た
い
：http://com

m
ittees.jsce.or.jp/

acecc02/node/7

学
術
交
流
基
金
お
よ
び

公
益
増
進
事
業
の
支
援

　
2
0
1
6
年
11
月
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
、2
0
1
7

年
4
月
の
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
T
C
21
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
現
地
調
査
は
、
公
益
信
託
土
木
学
会
学

術
交
流
基
金
の
助
成
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。ま
た
、

A
C
E
C
C 

T
C
21
国
内
支
援
委
員
会
は
、公
益

増
進
事
業
の
助
成
に
よ
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
支
援
は
T
C
21
活
動
推
進
に
不
可
欠
な

も
の
で
あ
り
、
関
係
諸
氏
の
多
大
な
支
援
、
ご
指

導
に
謝
意
を
表
す
。

■TC21のこれまでの主な活動

開催年月 活動名称 開催場所 内容
2016/8 キックオフミーティ

ング
ハワイ ハワイにおけるCECAR7開催機会を利用して、TC21の活

動を正式に開始、TC21の活動内容を確認。
2016/9 TC21テ ク ニ カ ル

セッション
ハワイ CECAR7のテクニカルセッションとして、TC21活動、フィリ

ピン、韓国、台湾、日本などの事例を紹介するとともに、
パネルディスカッションを開催。

2016/11 現地調査 レイテ島
（フィリピン）

台風被害を受けたオルモック、高潮被害を受けたタクロバ
ン、パロ市を調査するとともに、政策策定者らと意見交換。

2016/11 第1回 TC21国際シ
ンポジウム

ダバオ
（フィリピン）

フィリピン土木学会年次大会の行事として実施。パキスタ
ン、ネパール、インドネシア、日本、フィリピンの事例を紹
介するとともに、パネルディスカッションを実施。

2017/2 国際自然災害シン
ポジウム

ハノイ
（ベトナム）

TC21、ハノイ交通大、ベトナム土木工学協会連盟などの
共催。筆者がTC21活動を紹介。

2017/4 現地調査 チョウタラ、バ
クタプール他

（ネパール）

カトマンズでのACECC理事会開催に合わせて実施。
2015年地震被災地を調査、行政、NPO、大学関係者や、
被災住民と意見交換。

2017/4 第2回 TC21国際シ
ンポジウム

カトマンズ
（ネパール）

ACECC理事会開催に合わせて実施、ネパール、パキスタ
ン、日本、ベトナム、インドネシア、フィリピン、台湾の事例
を紹介するとともに、パネルディスカッションを実施。

2017/5 世界で活躍する土
木技術者シリーズ
第９回シンポジウム

東京 土木学会国際センタープロジェクトグループとACECC 
TC21国内支援委員会が主催、『水害から市民を守る「オ
ルモック市洪水対策プロジェクト」』と題して議論。

2017/7 国際減災トレーニ
ングワークショップ

新北市
（台湾）

台湾国立減災科学技術センターとTC21などが共催。塚
原幹事長がTC21活動を紹介、ネトラ委員らがネパールの
事例を紹介。

2017/9 第７回国際洪水
マネジメント会議

リーズ
（英国）

ポスターセッションにて、石渡委員がフィリピンオルモック
の事例とともにTDAを紹介。

2017/9 土木学会全国大
会研究討論会

福岡 ACECC TC21国内支援委員会が主催、TC21活動と国内
を中心とした事例をTDAの観点から紹介。

■TC21の今後の主な活動予定
開催年月 活動名称 開催場所 内容
2017/11 世界防災フォーラ

ム
仙台 TC21テクニカルセッションを開催、TDAの実践例を紹介

し、災害の根本原因への取組みを議論。
2018/4 第3回 TC21国際シ

ンポジウム
ハノイ

（ベトナム）
ACECC理事会開催に合わせて現地調査を実施すると
ともにシンポジウムを開催。

2019/4 CECAR8 東京 TC21のセッションを開催。

写真4　研究討論会で講演する竹内委員長

表1　TC21の主な活動および今後の活動予定

写真3　�2015年ネパール地震被災地区の
現地調査

写真2　�フィリピンオルモック市副市長との
面談


